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●小網発電所はH19(2007)年12月に運転を開始し、H25(2013)年3月からFIT制度を活用
して売電を行っているが、売電期間がR10(2028)年7月で終了することから、再度
FIT認定を取得し、更新工事を実施

●新たに申請するFIT認定区分は「既設導水路活用型」で、買取期間は20年間
●R8 (2026)年度はFIT認定に係る申請や水車発電機、配電盤等の設計・製作を開始
●R11(2029)年度から現地工事を開始しR11(2029)年10月運転再開予定

小網発電所主要機器等更新工事

1 事業全体の概要

電気事業会計
電気課

FIT認定を新たに取得するため、土木設備を除く全ての設備を更新
更新範囲：水車、吸出管、発電機、配電盤、メインケーブル等

2 更新の内容

【説明】

小網発電所概要

運転開始年間発電電力量最大出力(kW)所在地河川名

H19(2007)年12月900MWh（約230世帯）130日光市鬼怒川

●FIT売電期間満了のため再度認定を取得し、主要設備の更新工事を実施
●再FIT化に係る申請手続きや機器設計製作を経て、令和11(2029)年度に現地工事着手、同年に運転再開予定

4 スケジュール

小網発電所全景

発電機

４条 ： 9,702千円
３条 ： 0千円

3 R8当初予算

発電機

配電盤

FIT認定申請等手続

入札手続・契約

仕様検討・設計・工場製作等

現地工事・試験調整 R11.10運転再開

内容
事　業　期　間　(年度)

備　　考
R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029)
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令和８(2026)年度当初予算と栃木県企業局経営戦略の関連 電気事業会計
電気課

●５か年で合計20億円以上の経常利益の確保 （単位：百万円）

５か年（R8～R12）の目標値

【財務面】経常利益

●毎年度計画業務量を達成

【事業面】①計画業務量（年間供給電力量）の達成

合計R12R11R10R9R8R7決算見込年度

2,29444863351807625758目標値

2,29444863351807625300見込値

●全ての水圧鉄管等の耐震化に向け、耐震診断の結果に応じ順次耐震化工事を実施

【事業面】②水圧鉄管等の耐震化

R12R11R10R9R8年度

231,000220,000225,000225,000212,000目標値

231,832220,164225,805225,175 212,117 見込値

○Ｒ８年度は、板室発電所のＯＨにより例年より計画業務
量が低い

（単位：MWh）

R12R11R10R9R8年度

12/12か所12/12か所11/12か所10/12か所9/12か所診断箇所数
目標値

11/12か所10/12か所9/12か所8/12か所8/12か所耐震化着手箇所数

12/12か所12/12か所11/12か所10/12か所9/12か所診断箇所数
見込値

11/12か所10/12か所9/12か所8/12か所8/12か所耐震化着手箇所数

○Ｒ８年度は、板室発電所の耐震性能調査業
務委託を実施
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令和８(2026)年度当初予算と栃木県企業局経営戦略の関連 電気事業会計
電気課

●県の環境保全事業等や市町の地域脱炭素化事業を支援するための一般会計繰出し → ５か年で合計８億円

【事業面】③一般会計への繰出し

合計R12R11R10R9R8年度

800160160160160160目標値

825160160160160185見込値

（単位：百万円）

○とちぎふるさと電気と地域振興積立金により、
185百万円繰り出す見込み
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R12R11R10R9R8R7区分

21,90021,90021,90021,90021,90021,900目標値

21,92221,92221,92221,98221,92221,922見込値

10,87710,877北那須

11,04511,045鬼怒

水道課

水道事業会計

令和８(2026)年度当初予算と栃木県企業局経営戦略の関連

（単位：百万円）

５か年（R8～R12）の目標値

【財務面】

○毎期、経常利益を確保 ○修繕工事や業務委託など、費用の適正な執行に努め、経常利益

を確保する見込み

○Ｒ７年度は人件費等が増加し、予算ベースで赤字となっている

が、例年並みの不用額が生じることにより決算では経常利益を確

保する見込み

R12R11R10R9R8R7区分

毎期、経常利益を確保目標値

2840256919▲13見込値

【事業面】①計画業務量（年間供給水量）の達成

○供給水量の維持・拡大に努め、年間供給水量を達成します

（単位：千㎥）
○Ｒ５に行った北那須水道用水供給事業の料金検討時に供給水量

の維持拡大を図ったため、見込値は目標値を上回る見通し

○水道事業は責任水量制を採用しているため受水市町等の使用状

況により実際の受水量が減となった場合でも計画業務量は見込め

るが、適切な維持管理を行うことで給水制限を抑制し、目標値の

達成を確実なものとする
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R12R11R10R9R8R7区分

000000目標値

000000見込値

水道課

水道事業会計

令和８(2026)年度当初予算と栃木県企業局経営戦略の関連

（単位：件）

○日常点検と計画的な修繕・更新等を行い、給水停止を生じさせません

○適切な保守管理を行い、計画外給水停止の防止に取り組む

【事業面】②故障等による計画外給水停止の抑制

R12R11R10R9R8R7区分

53.351.750.248.648.6-目標値

53.351.750.248.648.648.6見込値

（単位：％）

○軟弱地盤に布設された管路の耐震化を行い、管路耐震適合率を向上させます

○鬼怒水道用水供給事業において、Ｒ７に軟弱地盤に布設された

管路を対象とした送水管路耐震化基本設計業務委託を実施

○Ｒ８は補助金（生活基盤施設耐震化交付金）を要望

○Ｒ９から詳細設計及び工事に着手し、耐震適合率を向上させる

【事業面】③管路耐震適合率の向上
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水道課

工業用水道事業会計

令和８(2026)年度当初予算と栃木県企業局経営戦略の関連

（単位：百万円）

５か年（R8～R12）の目標値

【財務面】

○毎期、経常利益を確保
○修繕工事や業務委託など、費用の適正な執行に努め、

経常利益を確保する見込み
R12R11R10R9R8R7区分

毎期、経常利益を確保目標値

203028276944見込値

【事業面】①計画業務量（年間基本供給水量）の達成

○供給水量の維持・拡大に努め、年間基本供給水量を達成します

（単位：千㎥）

○適切な維持管理を行うとともに、需要拡大に取り組み、

目標達成に努める

R12R11R10R9R8R7区分

8,9008,9008,9008,9008,9009,095目標値

8,9008,9008,9008,9008,9498,950見込値
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R12R11R10R9R8R7セグメント区分

100100100100100
100

ＰＲ
目標値

55555アプローチ

100100100100100
100

ＰＲ
見込値

55555アプローチ

R12R11R10R9R8R7区分

000000目標値

000000見込値

水道課

工業用水道事業会計

令和８(2026)年度当初予算と栃木県企業局経営戦略の関連

（単位：件）

○日常点検と計画的な修繕・更新等を行い、給水停止を生じさせません

○適切な保守管理を行い、計画外給水停止の防止に取り

組む

【事業面】②故障等による計画外給水停止の抑制

（単位：件）

○工業用水等のＰＲ、需要見込みのある企業への積極的アプローチを行います

○広報誌配布や受水企業訪問等による工業用水等のＰＲ

や、需要見込みのある企業への積極的アプローチを行い、

定着促進と需要拡大を図る

【事業面】③受水企業の定着促進・需要拡大に向けたＰＲやアプローチ（営業活動）の実施
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令和８(2026)年度当初予算と栃木県企業局経営戦略の関連 用地造成事業会計
地域整備課

●分譲する全区画を販売して分譲収入を確保し、健全な運営を行う

５か年（R8～R12）の目標値
【財務面】全区画分譲（累計）

●５か年で合計34haを予約販売

【事業面】予約販売面積（累計）

Ｒ12Ｒ11Ｒ10Ｒ９Ｒ８年度

34.132.232.225.015.4目標値

34.132.232.225.015.4見込値

【事業面】企業誘致活動の参考目標件数

備 考
前年度までの
累計値前年度実績

R8～R12
の目標

ーー60,000HPアクセス件数

ーー250企業訪問件数

ーー3,000メールマガジン送信

各団地の案内ページ及び団地案内動画サイトのアクセス件数

企業、ゼネコン、金融機関及び不動産業者等への訪問のほか、
リモート等による誘致活動を含む。

（単位：件）

（単位：ｈａ）

Ｒ12Ｒ11Ｒ10Ｒ９Ｒ８年度

販売する全区画を分譲目標値

32.225.015.40.00.0見込値

（単位：ｈａ）

○整備中の産業団地については、計画的に工事を進める
○みぶ中泉産業団地については、分譲収入確保に向け予
約内定企業を決定する（令和10年度分譲予定）
○令和８年度は、4.5haを予約分譲する

○令和８年度においては、みぶ中泉産業団地の予約内定
企業を決定する
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カーボンニュートラル等地域貢献事業検討業務 施設管理事業会計
経営企画課

県有財産を活用した新たな地域貢献事業について、他公営企業の事例や関係部局への聞き取り、企業局内の提案を踏まえて情報収集・調査を行い、導
入可能性（収益性・社会貢献性・優位性）の高い事業を選定する。

１.概要

(1)予算額
（３条予算）
委託料 10,000千円

(2)業務内容
・候補地の条件整理（現地調査、地域課題の精査）
・ヒアリング、ニーズ調査（民間事業者等への視察）
・事業案の検討（アイディアの企画立案）
・利活用方法の分析（実現可能性、複合事業の検討）
・基本的方針の決定（利活用案の評価）

(3)費 用
経営総合管理事業費
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令和８(2026)年度当初予算と栃木県企業局経営戦略の関連 施設管理事業会計
経営企画課

●毎期、経常利益を確保

５か年（R8～R12）の目標値〔ゴルフ〕

【財務面】経常利益

【満足度】 （５段階評価）

・満足度は、利用者アンケートによるゴルフ場のサービスに対する５段階評価

【事業面】①利用者満足度の維持・向上

○利用者アンケートの結果をサービス向上に反
映させ満足度の維持・向上に努める

【利用者数】 （単位：人）

【事業面】②利用者数の確保

○指定管理者と連携し、目標利用者数の確保に
努める

（単位：百万円）

R12R11R10R9R8R7【参考】年度

10101110112目標値

10101110118見込値

○指定管理者の納付金により経常利益を確保す
る見込み

R12R11R10R9R8R7【参考】年度

4.2以上4.2目標値

4.2以上4.2見込値

R12R11R10R9R8R7【参考】年度

37,000以上35,000目標値

37,000以上38,000見込値
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令和８(2026)年度当初予算と栃木県企業局経営戦略の関連 施設管理事業会計
経営企画課

●毎期、経常利益を確保

５か年（R8～R12）の目標値〔ビル〕

【財務面】経常利益

●入居率100％の維持

【事業面】利益確保による経営基盤の強化

○経営基盤の強化のため、入居率が引き続き
100％を確保できるようにビルの安全で快適な
設備環境維持に努める

○入居率100％維持により経常利益を確保する
見込み

（単位：百万円）

R12R11R10R9R8R7【参考】年度

324443293124目標値

324443293122見込値

R12R11R10R9R8R7【参考】
【下半期】

R7【参考】
【上半期】

年度

100%100%100%目標値

100%100%100%見込値
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